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第３回定例会 予算決算委員会（全体会） 会議録

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

日 時 令和７年９月１０日（水曜日）

午後１時４８分開会、午後２時５分閉会

場 所 第１委員会室

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

日 程

１ 開 会

２ 委員長あいさつ

３ 審査内容

議案第７５号 令和７年度土浦市一般会計補正予算（第２回）

第１表 歳入歳出予算補正歳入全部、第３表 地方債補正

４ 閉 会

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

出席委員（２３名）

委員長 下村 壽郎

副委員長 奥谷 崇

委 員 竹内 裕

委 員 寺内 充

委 員 古沢 喜幸

委 員 吉田 千鶴子

委 員 海老原 一郎

委 員 篠塚 昌毅

委 員 小坂 博

委 員 平石 勝司

委 員 今野 貴子

委 員 島岡 宏明

委 員 勝田 達也

委 員 目黒 英一

委 員 矢口 勝雄

委 員 福田 勝夫

委 員 平岡 房子

委 員 根本 法子

委 員 田中 義法

委 員 滝田 賢治

委 員 吉田 直起

委 員 菅井 歩美
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委 員 栁澤 健二

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

欠席委員（１名）

委 員 鈴木 一彦

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

説明のため出席した者（１１名）

市長公室長 山口 正通

総務部長 塚本 浩幸

市民生活部長 皆藤 秀宏

保健福祉部長 水田 和広

こども未来部長 真家 達成

産業経済部長 羽成 健之

都市政策部長 飯泉 貴史

教育部長 加藤 史子

議会事務局長 櫻井 良哉

財政課長 瀬古澤 時人

商工観光課長 佐々木 啓

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

事務局職員出席

次 長 小野 聡

係 長 津久井 麻美子

主 任 岩松 英統

主 幹 高橋 陽平

主 事 古宮 英剛

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

傍聴者（１名）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
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〇下村委員長 ただ今から予算決算委員会を開会いたします。本日は、本定例会におい

て当予算決算委員会付託されました議案第７５号令和７年度土浦市一般会計補正予算

（第２回）のうち、歳入等についての審査を行います。この全体会での質疑は、歳入に

ついてのみでお願いいたします。歳出につきましては、各分科会において審査をお願い

いたします。また、分科会終了後、再度全体会を開催し、予算決算委員会としての結論

をまとめてまいりますので、よろしくお願いいたします。早速、審査に入ります。サイ

ドブックスの本会議、令和７年、第３回定例会、事前配布資料、議案第６４号から８１

号を御準備願います。それでは、議案第７５号令和７年度土浦市一般会計補正予算（第

２回）、第１表歳入歳出予算補正予算歳入全部、第３表地方債補正を議題といたします。

執行部より説明をお願いいたします。

〇瀬古澤財政課長 私のほうからは、今回の補正予算の歳入について、議案書を使って

説明させていただきます。議案書は５２ページをお願いいたします。第１表歳入歳出予

算補正の歳入でございます。今回の歳入の補正予算では、当初予算に見込めなかった事

業費などの財源を計上するものでございまして、１６款国庫支出金は、国庫補助金の増

などにより、１，２１２万２，０００円の増、１７款県支出金は、県補助金の増などによ

り、１億５，０２５万８，０００円の増、２０款繰入金は、令和６年度決算に基づく各特

別会計からの繰入金７３１万３，０００円の増、２１款繰越金は、一般会計の決算剰余

金として、１１億８，２３９万円の増、２２款諸収入は、雑入３０万円の増、２３款市債

は、既存事業の財源に、また、事業費の増などに伴い１億９，７６０万円の増と、表の一

番下の合計欄に記載しているとおり、合わせて１５億４，９９８万３０００円を増額計

上し、総額を６０８億６，６４３万円とするものでございます。個々の内容につきまし

て、御説明いたしますので、５８ページをお願いいたします。上から順に御説明いたし

ます。１６款国庫支出金、２項国庫補助金、４目商工費国庫補助金につきましては、今

回の補正予算では、「食」に関する観光コンテンツの創出から、本市の魅力を発信し、国

内外から観光誘客を図る事業で、大きく二つの取組に係る経費を計上していまして、ま

ずはその一つに当たる補助となっています。内容は、本市の特産物となる食材と、柴沼

醤油を活用した試食提供のポップアップイベントを東京都内、常磐線沿線の地域で開催

いたしまして、それを契機に土浦市に足を運んでいただき、自転車を活用して、市内で

食べ歩きを楽しんでもらう、本市ならではの周遊体験「土浦ＴＡＢＥＣＹＣＬＥ」（食べ

る×サイクリング）と題したツアーコンテンツ造成委託料を補正予算に計上しておりま

して、その特定財源としまして、７００万円を計上するものでございます。その下、３

項国庫委託金、１目総務費国庫委託金につきましては、市町村では３か月以上の在留資

格を持つ外国人の登録等の事務について、国からの委託金を受けて実施しておりますが、

手続き件数の増加などが加味されまして、今般国から委託金の追加交付の決定がありま

したことから、追加交付分の１０２万７，０００円と、また、在留外国人に対して交付

する在留カードにつきましては、国では今後マイナンバーカードとの一体化を進めてい

くとのことで、その準備としてカードに情報を記録するためのシステム端末の整備費用

を今議会で増額計上しておりまして、その整備費に対して補助率１０分の１０となる委
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託金２２８万２，０００円が交付されまして、合わせて３３０万９，０００円を増額計

上するものでございます。４項国庫交付金、２目民生費国庫交付金につきましては、産

後の育児不安などがある産婦に対して、訪問、通所または宿泊等のサービスを通じて、

心身のケアなどを提供する産後ケア事業につきましては、利用者負担の減免制度の拡充

などから、当初の想定以上に利用者が増加している状況であり、サービス事業者への委

託料に不足が見込まれ、今回の補正で増額計上しており、その特定財源として、事業費

の２分の１に充当される１８１万３，０００円を増額計上するものでございます。つぎ

に、県支出金になります。１７款県支出金、２項県補助金につきましては、合計の補正

額欄にございますように、１億４，９３５万２，０００円を増額計上するものでござい

ます。２目民生費県補助金につきましては、令和８年度に市内での開設を予定している

民間事業者が整備する介護付き有料老人ホーム、認知症高齢者のグループホームの開設

準備経費や工事費に対して、また、既存の介護施設の修繕に合わせて導入する備品に対

しての補助金を今議会で計上しておりまして、その特定財源として、事業費の１０分の

１０に当たる説明欄記載の地域医療介護総合確保事業費補助金１億４，７７５万２，０

００円の計上をしております。３目衛生費県補助金につきましては、現在保険適用とな

っている不妊治療費につきましては、その後の先進医療費に対して助成をする市町村に

対して、茨城県では今年度から助成金に対する補助制度を創設しましたことから、本市

でも保険適用分と合わせて不妊治療の先進医療を受ける世帯に対しての助成金を今議会

の補正予算に計上しており、その特定財源として、事業費の２分の１に当たる茨城県か

らの補助金１６０万円を計上するものでございます。なお、事業につきましては１回の

治療に対し最大４万円を助成し、本年４月からの遡及適用を含め、事業は１１月から開

始する予定でございます。４項県交付金、２目民生費県交付金につきましては、先ほど

の国庫交付金で御説明しました産後ケア事業における県分の財源になりまして、事業費

の４分の１に当たる説明欄記載の交付金９０万６，０００円を増額計上するものでござ

います。２０款繰入金、１項特別会計繰入金につきましては、合計の補正額欄にござい

ますように、７３１万３，０００円を増額計上するものでございます。２目後期高齢者

医療特別会計繰入金は、前年度の収支決算に基づく決算剰余金の一般会計への戻し分で

あり、３目介護保険特別会計繰入金につきましても、前年度の収支決算に基づく一般会

計への繰入金でございます。５９ページをお願いします。２１款繰越金、１項繰越金に

つきましては、一般会計の令和６年度決算における実質収支は、１４億８，２３９万円

となりましたことから、令和７年度当初予算の財源不足の補填として計上した３億円を

差し引いた１１億８，２３９万円を増額計上するものでございます。２２款諸収入、５

項雑入、１目雑入につきましては、商工費国庫補助金で御説明しました「食」を通じて

の観光誘客の促進を図る事業において実施予定の本市における食べ歩きのモデルツアー

に国内在住の台湾人インフルエンサーを招待し、食を通じた本市の良いところを発信し

ていただき、台湾をはじめとするインバウンド客を中心に観光誘客を促進するための、

情報発信プロモーションに係る委託料も計上しておりまして、こちらの特定財源として、

いばらき観光キャンペーン推進協議会からの事業協賛金３０万円を計上するものでござ
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います。最後に市債になります。２３款市債、１項市債につきましては、合計の補正額

欄にございますとおり、１億９，７６０万円を増額計上するものでございます。１目総

務費債は、災害などが起こった際に必要となる罹災証明書の発行などに活用する茨城県

と県内自治体で共同運用している「茨城県被災者生活再建支援システム」のサーバー等

の更新負担金と国で今後予定している全国瞬時警報システム（Ｊアラート）のシステム

の更新に際して、国から指示を受けている受信機の更新委託料を補正予算として計上し

ておりまして、その特定財源として事業費の１０分の１０に当たる緊急防災・減災事業

費債、説明欄記載の防災施設整備事業費、６６０万円を計上、５目土木費債は、当初予

算に計上しておりますＪＲ東日本に委託する荒川沖駅自由通路の改修工事等につきまし

ては、当初予算では一般財源で予算化しましたが、その後他団体の事例や茨城県への確

認を通じて、事業費の９割に充当され、さらに償還金には交付税措置のある有利な地方

債が当てられることが確認できましたことから、特定財源として１億７，４５０万円を

計上しまして、一般財源から財源更正をするものでございます。７目教育費債につきま

しては、劣化が指摘されております新治トレーニングセンターの屋上防水塗装につきま

しては、現在雨漏りが発生している状況でございまして、市民が快適に施設を利用でき

るよう、早期に対応したいということで、今議会の補正予算において、屋上防水塗装工

事費を計上しておりまして、その特定財源として、事業費の９割に充当される地方債１，

６５０万円を計上するものでございます。これによりまして、５５ページにお戻りいた

だけますでしょうか。第３表の地方債でございます。こちらの表は、地方債の限度額や

方法、利率、償還の方法を定めるものでございますが、ただ今の市債で御説明しました

とおり、表の上の段、追加分につきましては、荒川沖駅自由通路の改修工事等に充当す

る地方債、都市施設管理事業債１億７，４５０万円を追加し、下の段につきましては、

その他の地方債の変更について表記しておりまして、補正後の限度額の合計欄にござい

ますように、補正前６，５６７万円から、補正後８，８７７万円に変更しまして、その下

の予算額合計にありますとおり、追加分と変更分を含めまして、発行限度額を２４億８，

８７２万２，０００円とするものでございます。以上が、一般会計補正予算（第２回）の

歳入予算補正と地方債補正の内容となります。よろしくお願いいたします。

〇下村委員長 ありがとうございました。それでは、御質問等ございますでしょうか。

〇海老原委員 ５８ページの国庫支出金、地域観光魅力向上事業費補助金、説明は常磐

線沿線という説明だったんだけど、上野東京ライン、例えば品川で使ってもこれは補助

金はおりるんですか。

〇佐々木商工観光課長 地域観光魅力向上事業でございますけれども、メインは本市の

食をインバウンドをターゲットにして知ってもらうという機会を設けたいということが

前提で、具体的に申し上げますと、アメ横なんですが、今インバウンド客が一番楽しみ

にしているのが食べ歩きだということで、その聖地でありますアメ横で実施するといっ

たもので、補助のほうもこれで該当するといったものでございます。以上でございます。

〇下村委員長 ほかにございませんか。

（「なし」という声あり）
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〇下村委員長 それでは、ないようでございますので、ここで賛否を確認いたします。

この予算の歳入について、賛成とする方は挙手をお願いいたします。

（全員挙手）

〇下村委員長 全員賛成でございます。議案第７５号歳入全部につきましては、全員賛

成でございます。それでは、次の予算決算委員会全体会までに歳入の報告書をまとめて

まいります。つきましては、報告書に盛り込みたい意見等はございますか。

（「なし」という声あり）

〇下村委員長 ないようですので、最後に今後の予定を申し上げます。次回、予算決算

委員会は９月１１日木曜日、午前１０時から、令和６年度決算歳入の審査を行いますの

で、御参集ください。それでは慎重な審査をいただきまして、ありがとうございました。

これにて予算決算委員会を閉会いたします。


